












高木工場での献血活動

「府中産業メッセ」出展ブース

■ 献血者の累積推移（人）
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お客様・地域社会への取り組み

ヤスハラケミカルでは、地域住民の皆様のご理解とご協力を
大切にするため、各事業所において地域の方々との対話とふ
れあいの機会を増やしていきたいと考えています。
そうした活動の一環として、各事業所において近隣の皆様に
感謝の気持ちを形で現すため、定期的に各種清掃活動を行っ
ています。

ヤスハラケミカルでは、地域社会への貢献と広報活動を兼ね
て、毎年5月に開催されます府中産業メッセへ出展し、事業内
容の紹介をはじめ、原料や製品の特長、製品の用途などにつ
いてパネル展示やサンプル展示を行っています。
2008年の展示会では、当社製品の「Ｄ－リモネン」を使った
風船割り実験を行いました。実験は、「D－リモネン」の強い
溶解力により風船が割れることを体験していただくものです
が、ご来場の皆様からは、テルペンの持つ大きな力に驚きな
がらも興味や関心をお寄せいただけました。

ヤスハラケミカルでは、自主的な組織「ヤ

スハラケミカル献血会」を設け、従業員同

士で献血参加を呼びかけています。輸血

用血液の不足する春季及び秋季には、赤

十字血液センターから事業所に献血バス

を招き、多数の従業員が積極的な献血を

行っています。

地域清掃活動

献血奉仕活動

地元産業展示会への出展

ヤスハラケミカルと社会
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育児休業制度

育児短時間勤務

介護休業制度

介護短時間勤務

子が1歳に達するまで 4名

3名

0名

0名

子が3歳未満の場合勤務時間
を9：00～16：30に短縮可能

介護の必要な家族1人につき
通算93日まで

介護の必要な家族1人につき
通算93日まで

制度 概要 2008年度利用実績

練習に励む「岡山シーガルズ」選手の皆さん

従業員への取り組み

当社は、市民クラブチームとして頑張っている「岡山シーガ
ルズ」を（同じ吉備の国の）府中においてもバックアップし
ていこうと、地元有志と共に私設応援団「岡山シーガルズを
応援する会　府中支部」を結成しています。
また、2008年度より府中市内で同チームによるバレー
ボール教室を招致するなど、地域スポーツの振興に貢献
しています。

当社では、労働安全衛生法の定めにより、有機溶剤健診など
を含む健康診断を定期的に実施しています（春季、秋季）。そ
の結果、有所見者となった従業員については、結果通知時に
専門医への受診やアドバイザーによる健康相談を受けること
を指導しています。
また、安全衛生委員会、産業医による衛生講話などで健康管
理に関する情報を積極的に提供しています。2008年度は、
鵜飼工場にて衛生講話「ライフスタイルを見直して健康で長
生きしよう」を産業医の先生にご講演いただきました。

少子高齢化など従業員を取巻く環境の変化に対応し様々な
制度を設けています。次の表はそのごく一部ですが、利用実
績を示します。

地域スポーツの振興

健康管理

育児・介護支援

ヤスハラケミカルと社会

18YASUHARA CHEMICAL 2009 環境報告書　



新居浜工場

イ
ン
プ
ッ
ト

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

電力（GWh） 5.3
化石燃料（千㎘）
合計（千㎘：原油換算）
水道水（千㎥）
地下水（千㎥）

CO２（千t）
NOＸ（ｔ）
SOＸ（ｔ）
PRTR物質（ｔ）
特定排水COD（ｔ）
特定排水量（千㎥）
PRTR物質（ｔ）
処分委託量（ｔ）
うちPRTR移動量（ｔ）

0.74
2.1
52
0.0

4.3
4.9
12.5

1.0
91.9
0.12
10
0.0
365
1.7
11.5

これまで当社では生産効率の向上
や省エネ・省資源を目的に工場や生
産設備の新設・統廃合を推進してき
ました。2007年には新設の福山工
場を本格稼動させましたが、2008年
も高木工場、鵜飼工場の一部製品
をそれぞれ福山工場、総領工場へ
移管することで、生産性の向上、合
理化を図りました。
各工場単位では中期計画を策定し
て取り組んでおり、2008年もそれまで
の取り組みのブラッシュアップや水平
展開、新規テーマ発掘等PDCAを
回して成果を上げてきました。
2008年は世界的な不況により当社も

生産調整を余儀なくされました。こ
れに伴いエネルギー消費の絶対量
は下がりましたが、原単位ベースは
不十分であり、今後の課題と考えて
います。
2008年には全社中計策定において、
中堅幹部が中心となって中期的な
視野での事業計画や生産性向上な
どについて議論を交わしました。
2009年からは、従来の各工場単位
の中期計画に加えて、この議論を基
にした計画を、PDCAを回しスパイラ
ルアップさせながら実践して行くこと
によって、更なる生産性向上を図っ
て参ります。

安全目標を達成し生産設備統廃合も順調に推移。

エネルギー

水資源

原材料（千ｔ）

大気への環境負荷

水域への環境負荷

産業廃棄物

製品（千ｔ）

社内では大量規模の工場であり、いち早く、品質、
環境マネジメントシステムの認証を取得する等、
率先した取り組みを行ってきました。環境面では、
エネルギー多消費工場であるため、10年前より、
省エネルギーを最重点項目として捉え、成果を
得ています。また、瀬戸内海に直接面している
ことから、海洋汚染や排水の水質管理等にも力
を入れています。 中居工場長

① 電力、燃料のエネルギー原単位の向上
② 原料荷役及び生産活動等に伴う海洋汚染の防止

： 愛媛県新居浜市黒島1-7-7
TEL 0897-46-3062　

： 1981年
： 83,700
： 46名
： テルペン樹脂、テルペン系化成品 

所 在 地

設 立
敷地面積
従 業 員
事業内容

ISO9001、ISO14001認証取得工場

環境対策重点項目

生産本部長の思い

工場長コメント

サイト情報

取締役 生産本部 本部長
山本 正憲
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高木工場

イ
ン
プ
ッ
ト

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

エネルギー

水資源

原材料（千ｔ）

大気への環境負荷

水域への環境負荷

産業廃棄物

製品（千ｔ）

電力（GWh） 2.0
化石燃料（千㎘）

合計（千㎘：原油換算）

水道水（千㎥）

地下水（千㎥）

CO２（千t）
NOＸ（ｔ）

SOＸ（ｔ）

PRTR物質（ｔ）

特定排水COD（ｔ）
特定排水量（千㎥）

PRTR物質（ｔ）

処分委託量（ｔ）

うちPRTR移動量（ｔ）

0.37
0.90
0.70

4.9
－

6.7
3.2

18

24
0.09
185

0.0
185
6.4
4.2

当工場は民家に囲まれており、生活環境保全、
特に臭気、騒音には厳重な注意を払っています。
創業以来の歴史ある工場で、精留設備、バッチ
式樹脂製造設備等を有しています。
地域清掃奉仕、献血バス招致など地域との交流、
社会貢献に努めています。

藤木工場長

① ボイラー運転による大気汚染　
② 排水処理設備の運転

： 広島県府中市高木町1080
TEL 0847-45-3530

： 1961年
： 27,700
： 製造部門40名、研究1部22名、技術1部9名
： 水処理部4名
： テルペン系化成品、テルペン樹脂、ワックス

所 在 地

設 立
敷地面積
従 業 員

事業内容

ISO9001認証取得工場

環境対策重点項目

工場長コメント

第40回消防競技大会危険物施設の部で優勝！

汗ばむような秋晴れのもと、福山地区消防組合主催の第
40回消防競技大会が、10月2日（木）に開催されました。
この競技大会は、初期消火技術の向上と自主防火体制
の確立を推進することを目的に毎年開催されており、競
技は正確さとスピードが求められます。
種目は、「消火器事業所の部」、「消火器危険物施設の部」、
「屋内消火栓の部」があり、当社からは、「消火器危険物

施設の部」に2チーム、「屋内消火栓の部」に1チームの
合計3チーム参加しました。
そのうち、「消火器危険物施設の部」（28チーム・56人
出場）に出場した高木工場製造課の新井さん、大雲さん
チームが見事、優勝されました。

サイト情報
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福山工場

サイト情報

イ
ン
プ
ッ
ト

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

電力（GWh） 12.9

化石燃料（千㎘）

合計（千㎘：原油換算）

水道水（千㎥）

工業用水（千㎥）

CO２（千t）

NOＸ（ｔ）

SOＸ（ｔ）

PRTR物質（ｔ）

特定排水COD（ｔ）

特定排水量（千㎥）

PRTR物質（ｔ）

処分委託量（ｔ）

うちPRTR移動量（ｔ）

0.26

0.53

0.74

7.7

0.07

1.3

0.38

0.53

0.0

0.0

0.0

0.0

31

1.3

1.7

エネルギー

水資源

原材料（千ｔ）

大気への環境負荷

水域への環境負荷

産業廃棄物

製品（千ｔ）

工場長コメント

原料輸入・貯蔵・原料製品出荷の北地区、精留
設備・反応蒸留設備・液状製品製造設備が集
積する南地区からなる工場は順次本格運転へ
移行してきました。
従業員も増加し、顧客のニーズに合った製品
を安定的に供給することに注力しております。

： 広島県福山市箕沖町117
TEL 084-957-5458

： 2006年3月
： 77,610
： 31名
： 原料輸入貯蔵基地、テルペン系化成品製造

所 在 地

設 立
敷地面積
従 業 員
事業内容

環境対策重点項目

① 工場環境インフラの整備

② 防災管理体制の充実

③ 環境管理システムの構築と実行

④ 化学物質の管理推進

優良危険物取扱者表彰受賞

2008年5月26日（月）に開催された福山地区危険物安全協会
の定例総会において、福山工場製造課の木村裕之さんが、優良危
険物取扱者の部で表彰を受けました。
木村さんは、高木工場製造課時代から危険物を取り扱っているベ
テランで、永年の危険物に起因する災害の防止に対する取り組み
が評価されたものです。おめでとうございます！

ISO9001認証取得工場

飯村工場長
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鵜飼工場

総領工場 川内工場

サイト情報

工場長コメント

工場長コメント 工場長コメント

総領工場は緑深い山あいにあり、季節の変化が身近に感じられます。
鵜飼工場向け、社外向けに大型押出機でホットメルト接着剤を製造
しています。環境負荷は社内ではかなり低いレベルですが、省エ
ネルギー等とあわせ、より一層低減に努めていきます。

① 省エネルギーの推進　② 産業廃棄物の削減 ① 分散剤改良による分散剤低減（モノマー使用量低減）
② 製造方法見直しでの重油・電力削減
③ 効率の良い納品方法での運搬燃料削減

イ
ン
プ
ッ
ト

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

電力（GWh） 2.8

3.3

化石燃料（千㎘）
合計（千㎘：原油換算）
水道水（千㎥）
地下水（千㎥）

CO２（千t）
NOＸ（ｔ）
SOＸ（ｔ）
PRTR物質（ｔ）
特定排水COD（ｔ）
特定排水量（千㎥）
PRTR物質（ｔ）
処分委託量（ｔ）
うちPRTR移動量（ｔ）

0.27
1.0
1.2
6.6

0.19
2.3

0.12
0.0
0.0
0.0
0.0
25
0.0
4.0

エネルギー

水資源

原材料（千ｔ）

大気への環境負荷

水域への環境負荷

産業廃棄物

製品（千ｔ）

当工場は、比較的新しい工場で、従業員の平均年
齢も若く活気にあふれています。他工場に無い環
境負荷として、ラミネート機運転でのフィルム系廃
棄物があり、運転最適化により廃棄物削減に努め
ています。　　
工場内にはソフトボールチームが結成されており、
地域リーグ戦などで活発に交流を行っています。 槙本工場長

： 広島県府中市鵜飼町800-111
： TEL 0847-40-1501
： 1999年
： 36,400
： 製造部門57名
： ラミネートフィルム、ホットメルト接着剤

所 在 地

設 立
敷地面積
従 業 員
事業内容

： 広島県庄原市総領町亀谷1065-1
TEL 0824-88-2829

： 1981年
： 9,600
： 11名
： ホットメルト接着剤

所 在 地

設 立
敷地面積
従 業 員
事業内容

： 鹿児島県薩摩川内市港町字松原360－14
TEL 0996-26-3829

： 1961年
： 3,400
： 5名
： 製紙用薬剤（サイズ剤）

所 在 地

設 立
敷地面積
従 業 員
事業内容

環境対策重点項目

① ボイラー運転による大気汚染
② ラミネート機運転による大気汚染

ISO9001、ISO14001認証取得工場

ISO9001認証取得工場

環境対策重点項目 環境対策重点項目

当工場は、社内では最も歴史ある事業所で製紙用薬剤のサイズ
剤（紙の滲み防止）の製造を行っています。小規模ながら製造・
納品・営業活動を行い顧客に満足していただく活力のある工場
造りを目指しています。
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